
広島市で実施している
平和教育について

令和７年８月１８日（月）

広 島 市 教 育 委 員 会

学 校 教 育 部

指 導 第 一 課 ・ 二 課

令和７年度 平和学習講習会

1



広島市の平和教育の目標と取組目標

・ こどもピースサミット
・ ひろしま子ども平和の集い
・ 「平和への誓い」アクションプログラム
・ 伝えるHIROSHIMAプロジェクト
・ 高等学校の特色ある取組

・ 被爆体験を聴く会

・ 平和を考える集い

・ 平和教育アーカイブス

継 承 発 信
平和教育プログラム
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学校における平和教育の取組

を充実させるため、小学校から

高等学校までの１２年間を通し

て、児童生徒の発達段階に即

した目標や内容を体系化した

学習プログラム。

平和教育プログラムについて
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・ 発達段階に即した目標・内容を設定

平和教育プログラム策定の基本方針

・ 未来志向の学習内容

・ 自主的・自発的な学習を重視

・ 国際社会の諸問題を探究する活動
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平和教育プログラムについて
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プログラム１
小１～小３

プログラム２
小４～小６

プログラム３
中１～中３

プログラム４
高１～高３

ひろしま平和ノート
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気づく

考える

発信する

ひろしま平和ノート 単元の流れ
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広島市の平和教育の目標と取組目標

・ こどもピースサミット
・ ひろしま子ども平和の集い
・ 「平和への誓い」アクションプログラム
・ 伝えるHIROSHIMAプロジェクト
・ 高等学校の特色ある取組

・ 被爆体験を聴く会

・ 平和を考える集い

・ 平和教育アーカイブス

継 承 発 信
平和教育プログラム

8



広島市立幼稚園、小・中・高等学校、広島中等教育
学校、広島特別支援学校において、地域の被爆体験者
等を講師として招聘し、被爆体験を聴く会を開催して
います。

「継承」を柱とした取組について

① 被爆体験を聴く会

広島市立小・中学校において平和記念日である８月６
日に焦点を当てた平和を考える集いを開催し、平和記念
日の意義について指導するとともに、学校や地域の特色
を生かした創意工夫のある平和学習を行っています。

② 平和を考える集い
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各幼稚園・各学校における児童生徒の学習教材や
教職員・保護者の研修用資料として活用することが
できるよう、平成２０年度より、毎年、被爆体験者２名の
証言を映像記録としてデータ化しています。

③ 平和教育アーカイブス

「継承」を柱とした取組について
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広島市の平和教育の目標と取組目標

・ こどもピースサミット
・ ひろしま子ども平和の集い
・ 「平和への誓い」アクションプログラム
・ 伝えるHIROSHIMAプロジェクト
・ 高等学校の特色ある取組

・ 被爆体験を聴く会

・ 平和を考える集い

・ 平和教育アーカイブス

継 承 発 信
平和教育プログラム
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① こどもピースサミット

広島市内の小学校６年生児童を対象に、平和
についての作文を募集し、選考された２０名の
児童が意見発表を行い、平和記念式典で「平和
への誓い」を読み上げる代表児童２名を決定
します。その後、選考された児童が検討会議で
「平和への誓い」を作成し、８月６日には、
平和記念式典において、代表児童が「平和への
誓い」を世界に発信します。

「発信」を柱とした取組について
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③ 「平和への誓い」アクションプログラム

広島市立幼稚園、小・中学校、広島中等教育学校、広島
特別支援学校を対象に参加を募り、希望した各幼稚園、
各学校が平和交流会やテレビ会議等を開催し、平和への
メッセージを発信しています。

「発信」を柱とした取組について

参加を希望した広島市内及び市外の児童生徒が、言葉
や音楽、演劇などで平和への思いを発信し合っています。

② 全国こども平和サミット・広島こども平和サミット
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広島市内の中学校を対象に参加を募り、各学校での平和
学習や教育委員会が開催する研修会を通して、平和の思い
を込めたメッセージを英語で作成し、平和記念式典に参列
する各国駐日大使や海外の一般参列者に伝えています。

④ 伝えるHIROSHIMAプロジェクト

「発信」を柱とした取組について

⑤ 高等学校の特色ある取組

広島中等教育学校では、広島を訪れる外国人観光客
に対して、英語で平和公園を案内する「ガイドボラン
ティア活動」に取り組んでいます。
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平和教育
の充実

学校の
特色ある
取組

学校における平和教育の取組
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学習プラン①（小学校）
学習プラン②（中学校）
学習プラン③（高等学校）

学校で行う平和学習プラン（例）
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原子爆弾が投下前後の様子を比較したり原子爆弾の影響を調べたりするこ
とを通して、原子爆弾による被害について知ることができる。

学習プラン①（小学校）

（ひろしま平和ノート４・５・６年）

【内容】
・被爆前と後で町の様子はどう変わったか
・原子爆弾による被害（熱線、爆風、放射能）
・長崎の被爆の事実

さらに、詳しく学ぶために
・平和学習出張講座（県外出張可能）
・被爆体験講話（ＶＴＲ貸出可能）
・平和記念資料館見学
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佐々木禎子さんや藤井幸子さんの生い立ちを通して、核兵器がもたらす影
響について考えるようにする。

【内容】
・佐々木禎子さんの話
・藤井幸子さんの話
・被爆の実相を継承するために

①「原爆の子の像」碑前祭への参加
②外国人観光客との交流

・英語で平和のメッ
セージを伝える。

・アンケート

観光客との交流（ひろしま平和ノート中学校）

学習プラン②（中学校）
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広島平和記念資料館ホームページにも被爆の実相を語る
様々な資料があります。

※ 広島平和記念資料館HPキッズ平和ステーション
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① 自分にとっての「平和」
とは何かを考え、その実現
に向けた取組を考える。

② グループで話し合い、意見
交流を行う。

③ グループ内でプロジェクト
案をひとつにまとめる。

私の平和プロジェクト

〇 プロジェクト名

〇 プロジェクトの目的

〇 プロジェクトの主体

〇 活動内容・方法

〇 活動場所や活動期間

〇 必要なもの（必要な経費）

○ 活動の成果の還元・発信方法

〇 その他

平和学習のまとめとして

＜学習の流れ＞

平和な世界を実現するための「自分発」のプロジェクトを提案する。

（ひろしま平和ノート高等学校）

学習プラン③ （高等学校）
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＜取組例＞ 〇ピースデパート（広島商業高等学校）
・ 販売実習で、平和学習の成果などを発表する
平和企画展示やモニュメントの作成、折り鶴体験
コーナーやピースシアターの運営を行っている。
・ 折り鶴を活かしたグッズなどを作成し販売して
いる。
・ 利益の一部を広島・長崎両市の平和事業へ毎
年寄付したり、災害被害の復興支援として寄付し
たりしている。

〇銅版折り鶴の作成（広島工業高等学校）

・ 板金の技術を活かし、技術の継承として、銅板
を加工し折り鶴を作成している。
・ 銅板折り鶴は、ピースデパートに参加し、現地
で製作・販売し、収益を広島平和記念資料館に寄
付したり、本市を訪れた海外の政治家等へ贈呈し
たりする活動を行っている。

販売実習を通して、平和を発信

技術を活かして、平和を発信 21
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